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株式会社ダスキン TMX事業部

ハチ駆除ドローンを活用した
安全性・効率性の高い

新しいハチ駆除サービスの検証
（最終報告）



健康被害を及ぼしたり、見た目に不快な害虫獣を防除する 「害虫防除サービス」
快適な住環境を構築するうえで非常に重要で、欠かすことのできないものである。
害虫防除の中でも、ハチ駆除サービスは作業難度が高く、

時として命に係わる危険を伴う。
そこでドローンを活用することによる、
安全性・効率性の高い新しいハチ駆除サービスの確立を目指し、検証を行った。

ハチ駆除用ドローンを新規開発
ドローンを活用したハチ駆除の検証を実施

① ドローンを活用したハチ駆除の検証について



■ 業界での問合せ軒数比較
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■ 一般的なハチ駆除サービスの現状
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③ ハチ駆除サービスの危険性
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PCO新聞 兵庫県 2020年度害虫相談件数報告書より

兵庫県においても、ハチ類に関する依頼は非常に多い。
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④ 兵庫県 害虫相談件数について

■ 相談件数
（単位：件）

総相談件数6,455件のうち
ハチ類とスズメバチが
約７割を占めている



年度 1位 2位 3位 4位 5位

2016
兵庫 神奈川 東京 大阪 千葉

3,735 3,593 3,248 1,914 1,325

2017
兵庫 神奈川 東京 千葉 大阪

3,968 3,887 3,359 2,181 1,650

2018
神奈川 兵庫 東京 大阪 北海道

4,580 3,769 3,430 1,735 1,516

2019
兵庫 神奈川 東京 大阪 埼玉

5,464 4,039 3,501 1,684 1,403

2020
兵庫 東京 神奈川 大阪 埼玉

4,245 3,650 3,458 1,648 1,581

⑤ ハチ類相談件数 都道府県別

公益社団法人日本ペストコントロール協会、日本ペストコントロール協会に
寄せられたハチ類の相談件数は都道府県別にみても兵庫県が多い。
安全なハチ駆除サービスの開発は兵庫県にとっても大きなメリットがある。

2019 ペストロジー学会誌 （公社）日本ペストコントロール協会に寄せられた害虫獣の相談件数－特に相談件数の多い種類と急増している種類について―
2021 10月機関誌「ペストコントロール」No.1962020 記載データ



ハチ駆除用 バキューム搭載ドローン検証について

有線給電

⑥ 実証試験内容について

ポイント

1
ポイント

2
ポイント

3バキューム吸引 パーツ換装

実証試験内容
全国的にハチ駆除依頼の多い兵庫県の実際のフィールドを用いて、
新規開発のハチ駆除用ドローンを活用したハチ駆除の実証試験を行い、
本ドローンの機能性、作業性、効率性、安全性、行政への申請手順等を

評価し、若干の改良を加えながら、早期の社会実装を目指す。

開発ドローン 3つのポイント



⑦ 機体概要



⑧ ハチ駆除ドローン 概要１

■ ポイント１ 有線給電

発電機と有線接続
最大6時間程度の長時間飛行が可能

ケーブルの長さ ３０ｍ



⑨ ハチ駆除ドローン 概要２

■ ポイント２－１ バキューム吸引

ハチをバキュームにより吸引し、薬剤を使わず、物理的に駆除を行う。
通常は商品電力が大きいため、バキュームを搭載することはできないが、
有線給電により電力供給することで、バキュームを稼働させることが可能。



ハチは敵がいることを認識すると、警報フェロモンを分泌
敵めがけて集団で攻撃する

吸引ノズルでハチの巣（ハチ本体）を吸引すると、警報フェロモンがノズル部分に付着
ハチは吸引ノズルをめがけて攻撃 結果、巣の働きバチの大部分を吸引することが可能

警報フェロモン主成分：
２-ペンタノール ３-メチル-１-ブタノール 等

警報フェロモンが付着
ノズルを攻撃対象として認識 → 効果的に吸引が可能

残った巣は、吸引ノズル部分を活用して破砕、吸引
幼虫も同時に吸引し、巣全体を駆除

⑩ ハチ駆除ドローン 概要３

■ ポイント２－２ 吸引メカニズム



殺虫剤を空中で散布すると、
駆除の対象（ハチ・ハチの巣）以外にも
薬剤が飛散してしまう可能性がある。

ハチ駆除に使用する殺虫剤は一般的に
魚毒性が高く、河川に流出すると
水生生物の大量死をまねくリスクに。

バキュームによる物理的防除駆除は環境配慮型手法

⑪ ハチ駆除ドローン 概要４

■ ポイント２－３ なぜバキューム吸引駆除を行うのか



⑫ ハチ駆除ドローン 概要5

■ ポイント３ パーツ換装

コネクタ部分を付け替えることでパーツの換装が可能
ハチ駆除以外でも使用が可能な、汎用性をもった機体として活用

バキュームユニット
ハチ駆除 清掃用

撮影用ユニット（予定）
空撮用

作業用ユニット
高所軽作業用



⑬ 実施計画

・試験は、ハチの営巣状況の調査→ドローンによる駆除 の流れで行う。
・試験は、ハチの活動が活発化する7月以降～11月頃までを目途に行う。
・調査、駆除の実施はダスキンが行う。加えて、実際の駆除作業時は、ドローン開発企業が
同行し、操作性、駆除状況を分析、その都度改良を行う。
：主に改良が必要と想定される個所：ノズル部分の形状

・試験は段階的に行う。
第一段階 山間部、神社、寺院等の民家から離れた現場に対するハチ駆除の試験

駆除状況を分析し、駆除効率の最適化を図る。
第二段階 樹上、橋梁部等の人の手の届かない箇所に対するハチ駆除の試験
第三段階 人が居住する近隣箇所（ドローンが飛行可能な場所に限る）に対する

ハチ駆除の試験
・各ハチの営巣箇所にて、ハチ本体、及びハチの巣をドローンのバキューム吸引によって
除去できれば成功とする。安全性を考慮し、1時間以内の駆除完了を目指す。

拠点となる事業所（加古川市野口町）を中心に、ハチ営巣状況調査を実施
ハチをバキューム吸引により、効果的に駆除できるかを段階的に判断する。

※本検証期間中は第三段階までの実施には至らず、実際に実施できたのは第二段階までとなった。



⑭ 実証実験 結果

実証実験 実施報告

第一回 第二回 第三回 第四回

実施日時 ２０２１年９月７日 ２０２１年１１月８日 ２０２１年１２月２日 ２０２１年１２月２７日

場所 兵庫県加古川市 兵庫県養父市 山梨県南アルプス市 兵庫県西宮市

ハチ種類 キイロスズメバチ キイロスズメバチ キイロスズメバチ キイロスズメバチ

巣のサイズ
（縦×横）

４０×３０ｃｍ ３０×３０ｃｍ ３０×２５ｃｍ ４０×４０ｃｍ

巣の高さ ６ｍ ６ｍ ３ｍ 橋梁下（約１０ｍ）

総駆除時間 ９０分 ９０分 １２０分 ９０分

駆除結果 〇 〇 〇 〇



⑮ 第一回－１

第一回 加古川市（鳥居）－１



⑯ 第一回－２

第一回 加古川市（鳥居）－２
※容量確保のため画像のみ（当日は動画）



⑰ 第一回 結果

第一回 加古川市（鳥居） 結果
試験の段階 第一段階

吸引数 約１５０匹

殺虫数（プロペラ） ５０～１００匹

飛行時間 約４５分

考察 ・ノズル先端に一部のハチがしがみつき、吸引効率が
落ちることが確認された。ノズル先端をできるだけ凹
凸の少ない素材にできないか検討する必要性が考え
られた。
・ハチの巣破砕がスムーズに行えず、巣の3分の1が
撤去できなかった。巣を破砕するための工夫が必要と
考えられた。

・ハチがプロペラに衝突し、駆除に至ることが確認され
た。吸引と合わせて駆除効率を向上させることが可能
と考えられた。

その他 ・拠点事業所付近の現場 ・FPVカメラ故障
・事前報知の重要性

第一回

実施日時 ２０２１年９月７日

場所 兵庫県加古川市

ハチ種類 キイロスズメバチ

巣のサイズ
（縦×横） ４０×３０ｃｍ

巣の高さ ６ｍ

総駆除時間 ９０分

駆除結果 〇



⑱ 第二回－１

第二回 養父市（農作業具小屋）－１



⑲ 第二回－２

第二回 養父市（農作業具小屋）－２



⑳ 第二回－３

第二回 養父市（農作業具小屋）－３



㉑ 第二回 結果

第二回 養父市（農作業具小屋） 結果
試験の段階 第一段階

吸引数 約１０匹

殺虫数（プロペラ） 破砕されており、計測不可（１００匹以上）

飛行時間 約４５分

考察 ・ノズルを改良し、ハチの巣撤去のしやすさを考慮した
形状のノズルを使用した。ハチの巣撤去には効果的
であったが、ノズル屈折部にハチの巣が詰まり、バ
キューム吸引に支障をきたした。状況によるノズルの
付け替えが重要であると考えられた。

バキューム吸引できなかった分、大部分のハチはプロ
ペラにより殺虫され、駆除自体は成功した。

・ハチの巣破砕用別ユニットとして、回転ブラシの検証
を行った。パワーの不足が確認され、今後の課題と考
えられた。

その他 ・兵庫県より紹介

第二回

実施日時 ２０２１年１１月８日

場所 兵庫県養父市

ハチ種類 キイロスズメバチ

巣のサイズ
（縦×横） ３０×３０ｃｍ

巣の高さ ６ｍ

総駆除時間 ９０分

駆除結果 〇



㉒ 第三回－１

第三回 南アルプス市（空家）－１



㉓ 第三回－２

第三回 南アルプス市（空家）－２



㉔ 第三回 結果

第三回 南アルプス市（空家） 結果
試験の段階 第一段階

吸引数 ０匹（ハチの生息なし）

殺虫数（プロペラ） ０匹（ハチの生息なし）

飛行時間 約４５分

考察 ・ハチの巣破砕ユニットを制作、ハチの巣破砕実験を
行った。新ユニットはバキュームと換装して使用する
方式とした。ハチの巣破砕に効果的であることが確認
された。ドリルの長さ、角度、パワーを現場により調整
していくことが必要と考えられ、これらを現場で簡易に
調整できる機構が必要と考えられた。

・ハチの巣に衝突させるような使用方法であるため、
機体破損の可能性が考えられた。操縦者は、現場で
メンテナンスできる程度の知識、技量が求められると
考えられた。（研修の必要性）

その他 ・ドローンスクールより紹介（県外）
・冬期のため、ハチの生息なし ・プロペラ破損

第三回

実施日時 ２０２１年１２月２日

場所 山梨県南アルプス市

ハチ種類 キイロスズメバチ

巣のサイズ
（縦×横） ３０×２５ｃｍ

巣の高さ ３ｍ

総駆除時間 １２０分

駆除結果 〇



㉕ 第四回－１

第四回 西宮市（甲山森林公園）橋梁下ー１



㉖ 第四回－２

第四回 西宮市（甲山森林公園）橋梁下ー２



㉗ 第四回－３

第四回 西宮市（甲山森林公園）橋梁下ー３



㉘ 第四回 結果

第四回 西宮市（甲山森林公園）橋梁下 結果
試験の段階 第二段階（梯子でも届かない橋梁部）

吸引数 ０匹（ハチの生息なし）

殺虫数（プロペラ） ０匹（ハチの生息なし）

飛行時間 約３０分

考察 ・ハチの巣破砕ユニットを改良し、ハチの巣破砕実験
を行った。前回課題となったドリルの長さ、角度、パ
ワーを調整して実施を行った。

スムーズな巣の破砕が可能になり、駆除効率が向上
したと考えられた。（これまでのおおよその飛行時間
45分→本飛行時間30分）

・第一段階と比較し、操作難易度が高く、操縦者の高
い技量が要求されると考えられた。

その他 ・兵庫県より紹介 ・冬期のため、ハチの生息なし

・公園利用者の目につきやすい場所であり、これまで
以上に安全性の配慮を行って実施した。

第四回

実施日時 ２０２１年１２月２７日

場所 山梨県南アルプス市

ハチ種類 キイロスズメバチ

巣のサイズ
（縦×横） ４０×４０ｃｍ

巣の高さ 橋梁下（約１０ｍ）

総駆除時間 ９０分

駆除結果 〇



4回の実証実験において、すべてのハチ（巣）を駆除することができた。
ハチ駆除ドローンは高所のハチ駆除作業において有効であると判断された。同時に、いくつかの課題も
明確になった。

・これまでにない方法でのハチ駆除作業であるため、事前報知が十分でないと作業の理解が得られな
い場合があることが分かった。（作業内容への不信感、安全性など）作業実施の際、実施場所周囲の
関係者へしっかりと事前説明することが必要であると思われた。
・使用するﾄﾞﾛｰﾝが比較的大型（860mm×860mm）であり、ハチ営巣箇所への飛行が困難な場合があっ
た。今後さらに小型化を検討する必要性があり、同時にドローンによるハチ駆除の実施基準を明確に
設ける必要があると感じられた。
・通常のドローンとは異なり、対象物に衝突させるという特性があるため、ＦＰＶカメラ、プロペラ等の破
損率がやや高くなる可能性が考えられた。操縦者は、現場でのメンテナンススキルを身に着けておく必
要性が感じられた。
・現状では手動飛行であるため、操縦者の技量がある程度高くないと扱いが難しいことが分かった。他
にはない機構のドローンであるため、専用のカリキュラムを設け、操縦者はしっかりとした研修を行うこ
とが必要と考えられた。

これらの課題をいかに克服するかが、今後の社会実装において重要なポイントであると考えられる。

㉙ 実証実験 まとめー１



また、本ドローンの特徴の一つに発電機と有線接続し、給電しつつ飛行することが挙げられるが、この
給電用ケーブルが令和3年9月の改正航空法における「十分な強度を有する紐等（30ｍ以下）」に該当
すると考えられ、通常必要となる届け出が一部不要になることとなった。
これは緊急性を要するハチ駆除作業において非常に追い風となる内容と考えられた。今後、ハチ駆除
以外の多用途への活用も見据え、本ドローンのさらなる改良を重ねる予定である。

㉚ 実証実験 まとめー２



㉛ 取り組みへの反響

※メディアによる取材
TBS系 （Nスタ等） 神戸新聞 毎日新聞 NHK



㉜ 社会実装に向けて

２０２３年 ダスキン全国加盟店導入に向け検討中

・早期社会実装に向け、収集したデータをもとに量産化を検討
・ドローン操縦に関する研修体制を構築

・ドローンによるハチ駆除実施の運営マニュアルを構築

今後の取り組み

・想定している 第一段階、第二段階まで実証実験実施
第三段階 「人が居住する近隣箇所に対するハチ駆除の試験」に関しては引き続き検証
・ハチ本体、及びハチの巣をドローンのバキューム吸引によって除去することに成功。
駆除時間も、調整時間を除くと１時間以内で完了できると判断。

実証実験結果について
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